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（１）  調布市教育大綱の位置付けと大綱策定の基本的な考え方 

 

調布市では，地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき策定する教

育大綱について，教育委員会の教育目標・基本方針はもとより，調布市教育プ

ラン・調布市基本計画に掲げた施策との整合を図りつつ，市長が定める教育に

関する根本的な方針と位置付けています。 

教育は，学校のみならず，家庭，社会における教育など，生涯にわたってそ

の充実が図られる必要があります。また，教育は，地域社会の発展に寄与する

ものであり，市政にとって極めて重要であることから，社会全体で調布の教育

を支えていかなければなりません。 
 

調布市教育大綱（第１期）は，調布市子ども条例の基本理念を踏まえ，学校，

家庭，地域及び行政が連携，協力して，次代を担う“調布っ子”の健やかな成

長を支えるための基本方針を定めるものとして，平成２８（２０１６）年２月

に策定しました。また，基本方針を踏まえて，市長と教育委員会が連携して取

り組むテーマとその基本的な方向を教育大綱と一体的に示しました。 

これまでの間，基本方針や連携テーマに基づき，総合教育会議での議論など

を重ね，市長部局と教育委員会が情報共有を図りながら，子どもや福祉分野に

おける制度改正等への対応や複雑化・深刻化する教育課題の解決に向けて取り

組んできました。 
 

このたび，第１期の教育大綱の対象期間が最終年次を迎えることから，大綱

策定後の教育行政を取り巻く環境や社会潮流の変化等を踏まえるとともに，平

成３０（２０１８）年度策定の調布市基本計画（平成３１（２０１９）年度～

平成３４（２０２２）年度）及び調布市教育プラン（平成３１（２０１９）年

度～平成３４（２０２２）年度）との整合を図り，必要な修正を行います。 

なお，子どもたちを取り巻く社会状況等の変化を踏まえ，総合教育会議の協

議を経て，引き続き，必要に応じて見直すものとします。 
 

第２期の調布市教育大綱の対象期間は，市長の任期やその他関連計画との連

動性を考慮し，平成３１（２０１９）年度から平成３４（２０２２）年度まで

の４年間とします。その前半において，ラグビーワールドカップ，オリンピッ

ク・パラリンピックといった世界最高峰のスポーツ大会が，わが調布市を会場

の一つとして開催されることから，市民とりわけ子どもたちにとって，スポー

ツのみならず，文化や平和，国際理解など様々な面で，貴重な経験を得る好機

となります。 
 

調布のまちは今，都市構造の大きな変貌を機に，更に魅力あふれる豊かなま

ちの実現を目指し，計画的なまちづくりを進めているところです。その中で，

引き続き，学校，家庭，地域，行政がそれぞれの役割と責任を自覚し，子ども

たちがふるさと調布の水と緑豊かな自然環境や歴史，文化，ぬくもりある地域

のつながりの中で，夢を持って健やかに成長できるまちづくりに向けた取組を

一層推進していくものとします。 
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（２） 調布市教育大綱の基本方針 

 

子 ど も は 調 布 の「 宝 」，「 未 来 へ の 希 望 」で あ り ，私 た ち は ，調 布

の 子 ど も た ち が ，緑 と 水 に 恵 ま れ た 自 然 や ，家 庭 ，学 校 及 び 地 域 の つ

な が り の 中 で ， 夢 を 持 っ て 健 や か に 成 長 し て 欲 し い と 願 っ て い ま す 。 
 そ し て ，子 ど も た ち 一 人 一 人 が 生 命 を 大 切 に し ，人 の 尊 厳 を 重 ん じ ，

自 立 し た 社 会 の 一 員 と し て 自 ら 考 え 行 動 で き る 人 間 と し て 成 長 す る

こ と が 重 要 で す 。  

そ の た め に は ，子 ど も た ち が ，豊 か な 心 と 確 か な 学 力 ，健 や か な 体

の 調 和 に 基 づ い た「 生 き る 力 」を よ り 一 層 育 み ，社 会 の 変 化 に 主 体 的

に 対 応 し ，未 来 へ 飛 躍 し て い け る よ う 大 人 た ち が 支 え て い く 必 要 が あ

り ま す 。  

ま た ，ま ち づ く り の 観 点 か ら も 教 育 は 極 め て 重 要 で あ り ，家 庭 や 地

域 ，学 校・行 政 機 関 は ，そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 を 自 覚 し ，相 互 に 連 携 ，

協 力 し ， 教 育 環 境 の 充 実 に 取 り 組 ん で い か な け れ ば な り ま せ ん 。  

こ の 調 布 に 生 ま れ ，育 ち ，教 育 を 受 け る す べ て の 子 ど も た ち が ，幸

せ に 暮 ら し ， 社 会 の 一 員 と し て い き い き と 生 き る こ と が で き る よ う ，

私 た ち 大 人 は 子 ど も た ち に と っ て の 最 善 の 教 育 を 追 求 し て い き ま す 。 

こ う し た こ と を 踏 ま え ，調 布 市 教 育 大 綱 で は ，次 の ３ つ の 基 本 方 針

を 定 め ま す 。  

 
基 本 方 針 １   

学 校 教 育 に お い て は ，調 布 の 子 ど も た ち が ，徳 ・ 知 ・ 体 の 調 和 の

と れ た 成 長 と ，国 際 化 ，情 報 化 の 進 展 な ど ，社 会 の 変 化 に 主 体 的 に

対 応 で き る 力 を 身 に 付 け ら れ る よ う 子 ど も た ち の「 生 き る 力 」の 育

成 や 社 会 貢 献 意 欲 の 向 上 に 向 け た 施 策 を 推 進 し ま す 。  

 

基 本 方 針 ２   

行 政 に お い て は ，調 布 の 子 ど も た ち が 良 好 な 環 境 の 中 で 学 ぶ こ と

が で き る よ う ，安 全 確 保 に 関 わ る 取 組 を 推 進 す る と と も に ，学 校 施

設 の 老 朽 化 対 策 な ど を 推 進 し ，次 代 を 担 う 子 ど も た ち 一 人 一 人 に と

っ て 安 全 で 安 心 な 教 育 環 境 の 整 備 を 図 り ま す 。  

 

基 本 方 針 ３   

 家 庭 ・ 地 域 社 会 に お い て は ，調 布 の 子 ど も た ち が ，生 涯 に わ た っ

て ，よ り 豊 か で 充 実 し た 生 活 を 送 る こ と が で き る 社 会 の 実 現 に 向 け ，

学 校 ，家 庭 ，地 域 住 民 が ，教 育 に お け る そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 を 自

覚 し ，相 互 に 連 携 ，協 力 し な が ら ，調 布 の 教 育 を 共 に 支 え て い く こ

と を 目 指 し ま す 。  
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基本方針を踏まえ連携して取り組むテーマ 
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調布市教育大綱の基本方針を踏まえて，市長と教育委員会が連携して取り組

む下記５つの連携テーマについて，その基本的な方向性を調布市教育大綱と一

体的に示します。 

この連携テーマの基本的な方向性を市長と教育委員会が共有し，これまで以

上に連携しながら，教育施策を推進します。 

 

≪５つの連携テーマ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    子 ど も た ち 一 人 一 人 に 応 じ た 教 育 及 び 支 援 の 充 実  

 

＜ 基 本 的 な 方 向 性 ＞  

い じ め や 虐 待 ， 不 登 校 ， 問 題 行 動 ， 貧 困 問 題 な ど ， 子 ど も た ち を 取 り 巻 く 諸

課 題 へ の 対 応 に 向 け ， 子 ど も た ち 一 人 一 人 に 応 じ た 教 育 及 び 支 援 の 充 実 に 取 り

組 み ま す 。  

    

  

  

 安 全 ・ 安 心 な 学 校 づ く り の 推 進  

 

＜ 基 本 的 な 方 向 性 ＞  

防 災 教 育 や 食 物 ア レ ル ギ ー 対 策 の 推 進 ， 通 学 路 等 の 安 全 対 策 な ど ， 子 ど も た

ち の 安 全 確 保 に 関 わ る 取 組 を 実 施 し ， 安 全 ・ 安 心 な 学 校 づ く り を 進 め ま す 。  

 

   

            

 学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 の 連 携 に よ る 教 育 支 援  

 

＜ 基 本 的 な 方 向 性 ＞  

学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 子 ど も の 教 育 に 関 す る 情 報 や 目 標 を 共 有 し ， 互 い に 意 見

交 換 し な が ら ， そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 に 基 づ き ， 三 者 の 連 携 に よ っ て 学 校 教 育

を 支 援 ・ 補 完 す る 施 策 を 展 開 し ま す 。  

 

  

学 校 施 設 の 整 備 の 推 進  

 

＜ 基 本 的 な 方 向 性 ＞  

 学 校 施 設 の 老 朽 化 ・ 長 寿 命 化 対 策 な ど ， だ れ も が 安 全 ・ 安 心 に 利 用 す る こ と

が で き る よ う ， 施 設 の 整 備 を 進 め ま す 。  

 

  

オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 教 育 の 推 進  

 

＜ 基 本 的 な 方 向 性 ＞  

オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク の 歴 史 や 意 義 ， 理 念 等 の 学 習 の 推 進 を 通 し  

て ， 国 際 理 解 を 深 め る と と も に ， 児 童 ・ 生 徒 の 運 動 や ス ポ ー ツ へ の 関 心 や 親 し

み を 高 め る た め ， オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 教 育 を 推 進 し ま す 。  

ま た ， 東 京 ２ ０ ２ ０ オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 終 了 後 に お い て

も ， 異 文 化 や 障 害 者 へ の 理 解 促 進 ， 国 際 交 流 の 推 進 な ど ， 多 様 性 を 尊 重 す る 意

識 と 国 際 感 覚 の 醸 成 等 ， 大 会 を 通 じ て 得 た 価 値 あ る レ ガ シ ー を 残 し て い く 取 組

を 推 進 し ま す 。  

 

5  

■ 連 携 テ ー マ １  

■ 連 携 テ ー マ ２  

■ 連 携 テ ー マ ３  

■ 連 携 テ ー マ ４  

■ 連 携 テ ー マ ５  



 

 

連携テーマ１ 子どもたち一人一人に応じた教育及び支援の充実 

 

【基本的な方向性】 

 いじめや虐待，不登校，問題行動，貧困問題など，子どもたちを取り巻く諸課

題への対応に向け，子どもたち一人一人に応じた教育及び支援の充実に取り組み

ます。 

 

 

◇いじめは人の尊厳を侵害する大きな人権問題であり，調布市では平成１９（２００７）

年に，「『子ども 夢 すこやか まちづくり』 ～いじめや虐待のないまち宣言～」

を行っています。また，平成２９（２０１７）年３月に「いじめの防止等のための基

本的な方針（文部科学省）」が改定されたことを踏まえ，調布市では，いじめはどの

子ども，どの学校にも起こり得るものであることを認識し，「調布市教育委員会いじ

め防止対策基本方針」及び「学校いじめ防止対策基本方針」に基づき，未然防止，早

期発見などを念頭に学校，関係機関と連携しながら取り組んでいます。今後も，命を

大切にし，人権を尊重する教育を一層推進していく必要があります。 

 

◇経済格差の進行により，教育格差の再生産や固定化につながり，子どもの将来がその

生まれ育った環境によって左右されてしまう，いわゆる貧困の連鎖が社会問題化して

います。いじめや，不登校，貧困など多様な要因から，学校における「学び」に困難

を抱える子どもたちに対し，一人一人の「個」に応じた様々な支援を図る必要があり

ます。 

 

◇人はみな違った存在であり，それぞれが自己実現を目指して，個の状況に応じた学習

に取り組める教育環境が求められています。 

 

◇不登校児童・生徒への支援に関しては，平成２８（２０１６）年１２月に公布された

「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保に関する法律」に基

づき，学校や関係機関は，学校への復帰のみを目標にするのではなく，社会において

自立的に生きる基礎を養うことができるよう，多様な学びの場を提供することが求め

られています。 

 

◇共生社会の実現に向け，障害のある人もない人も，可能な限り，同じ場で共に学び合

うことができるよう，児童・生徒一人一人に必要かつ適切な教育的支援を行うことが

求められています。 
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＜ 現 状 と 背 景 ＞  



 

 

連携テーマ２ 安全・安心な学校づくりの推進 

 

【基本的な方向性】 

  防災教育や食物アレルギー対策の推進，通学路等の安全対策など，子どもたち

の安全確保に関わる取組を実施し，安全・安心な学校づくりを進めます。 

 

 

 

◇調布市では，防災教育の日の取組や食物アレルギー対策の推進，通学路における防犯

カメラの設置等，様々な安全対策を実施しています。今後も，安心して学ぶことがで

きる教育環境の整備や関係機関との連携を通じて，子どもたちの安全・安心を確保し

ていく必要があります。 

 

◇調布市では，平成２４（２０１２）年に発生した食物アレルギーによる事故の再発防

止に向けた取組方針を策定し，様々な取組を進めています。 

 

◇平成２５（２０１３）年からは毎年１２月を調布市「いのちと心の教育」月間と位置

付け，市立小・中学校全校において，自他の命の大切さを自覚し，豊かな心と健やか

な体を育む教育活動の充実に取り組んでいます。 

 

◇学校の内外で起きる様々な事件・事故，災害や新たな感染症等による児童・生徒の被

害を最小限に止められるよう，これまでの事故等の教訓を生かして，日頃の生活安全

指導や安全教育の充実，情報共有の徹底を図るなど，子どもたちの安全の確保を第一

に，教育委員会，学校，関係機関や地域が一体となって，危機管理に取り組むことが

求められています。 

 

◇調布市では，平成３１（２０１９）年３月に調布市受動喫煙防止条例を制定し，全て

の市民を対象に受動喫煙防止対策を進めることとしています。同条例に基づき，児

童・生徒に対する受動喫煙の防止や市立小・中学校における喫煙に関する教育を推進

する必要があります。 
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＜ 現 状 と 背 景 ＞  



 

 

連携テーマ３ 学校施設の整備の推進 

 

【基本的な方向性】 

学校施設の老朽化・長寿命化対策など，だれもが安全・安心に利用することが

できるよう，施設の整備を進めます。 

 

 

 

◇調布市の小・中学校は，児童・生徒数が増加傾向にありますが，将来的には減少に転

じることが予測されることを踏まえ，児童・生徒数の増加や校内通級指導を受ける児

童・生徒の増加への対応に当たっては，長期的視点に立った教室の確保等，学習環境

の整備を検討していく必要があります。 

 

◇学校施設は，高度経済成長期の急激な人口増加に伴い建設した施設が多くを占め，老

朽化対策が喫緊の課題となっています。そのため，調布市学校施設整備方針（平成  

３１（２０１９）年３月策定）に基づき，施設の長寿命化を基本として，費用対効果

を踏まえた整備手法を多角的に検討し，計画的な改修等の公共施設マネジメントに取

り組みます。 

 

◇学校施設は，子どもや市民の学習の場であるとともに，地域コミュニティの拠点とし

ての役割や避難所としての役割を担っています。施設整備に当たっては，教育人口推

計や学校の運営状況，施設の利用状況や管理状況などを十分に考慮するとともに，避

難所機能の充実やバリアフリー化などの観点を踏まえ，地域の実情に応じた計画的な

整備を実施していく必要があります。 
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＜ 現 状 と 背 景 ＞  



 

 

連携テーマ４  学校・家庭・地域の連携による教育支援 

 

【基本的な方向性】 

  学校・家庭・地域が子どもの教育に関する情報や目標を共有し，互いに意見交

換しながら，それぞれの役割と責任に基づき，三者の連携によって学校教育を支

援・補完する施策を展開します。 

 

 

 

 

◇家庭や地域での教育が困難になっている社会と指摘されている状況にあって，学校・

家庭・地域が子どもの教育におけるそれぞれの役割と責任を自覚し，相互に連携・協

働しながら，地域全体で子どもたちの学びや成長を支える体制づくりを進めることが

求められています。 

 

◇近年，全国各地で地震，台風・集中豪雨等の自然災害，熱中症事故や登下校中の子ど

もが巻き込まれる事故等が発生しています。このため，子どもの成長段階に応じて，

自らの安全は自らが守るという自助意識の向上と，地域で子どもを見守り，互いに助

け合うという共助意識の醸成が求められています。また，学校は地域の避難所になる

ことから，災害時における実効的な体制づくりや地域との連携を進めなければなりま

せん。 

 

◇少子高齢化の進行や都市化の進展，ライフスタイルの多様化などに伴い，地域コミュ

ニティの希薄化や，家庭や地域の教育力の低下が指摘されていることから，地域社会

における幅広い世代の学習活動を支援することが求められています。 

 

◇学校を取り巻く環境が複雑化・多様化し，学校教育の更なる充実が求められている一

方で，教員に求められる役割の拡大に伴う長時間労働が教員の心身への影響や教育活

動の質にも関わる重大な問題となっています。学校における働き方改革を推進するこ

とで，学校教育の質の維持向上を図り，魅力ある学校づくりにつなげることが求めら

れています。 
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＜ 現 状 と 背 景 ＞  



 

 

連携テーマ５ オリンピック・パラリンピック教育の推進 

 

【基本的な方向性】 

オリンピック・パラリンピックの歴史や意義，理念等の学習の推進を通して，

国際理解を深めるとともに，児童・生徒の運動やスポーツへの関心や親しみを高

めるため，オリンピック・パラリンピック教育を推進します。 

また，東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会終了後においても，

異文化や障害者への理解促進，国際交流の推進など，多様性を尊重する意識と国

際感覚の醸成等，大会を通じて得た価値あるレガシーを残していく取組を推進し

ます。 

 

 

◇調布市内の味の素スタジアム（東京スタジアム）では，平成３１（２０１９）年には，

ラグビーワールドカップ２０１９ＴＭ日本大会の開会式及び開幕戦が開催される予定

です。また，翌年の東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会（東京   

２０２０大会）では，同スタジアム及び周辺施設において，サッカー，バドミントン，

７人制ラグビー，近代五種，自転車ロードレース，車椅子バスケットボールの開催が

予定されています。 

 

◇世界最大級のスポーツイベントが２年連続で調布市で開催される好機を最大限に生

かし，市では，障害者スポーツを含むスポーツ振興や文化プログラムの展開，インバ

ウンド対策を含む産業・観光振興，会場周辺の環境整備など，ソフト・ハード一体と

なって市のまちづくりに多面的効果をもたらす取組を推進しています。その中で，ス

ポーツ・文化への関心や親しみを高める教育環境や平和・国際理解への取組を推進し

ていくことが重要です。 

 

◇東京２０２０大会の開催に向けて，児童・生徒がスポーツにより心身の調和のとれた

発達を遂げること，大会の歴史や意義，世界平和に果たす役割等を正しく理解するこ

とが大切です。東京都教育委員会では，世界の国々の文化や歴史を学び，国際理解を

深めるとともに，児童・生徒の体力向上を目指して，オリンピック・パラリンピック

教育を推進しており，調布市では，平成２７（２０１５）年度から調布市立小・中学

校全校が推進校として指定され，各校において多彩な教育活動を展開しています。 

 

◇調布市の各学校では，体験や活動を通して子どもたちに夢や感動，勇気を与え，地域

の特性を踏まえて，心身ともに調和のとれた発達を促す学習機会となるよう，特色あ

るオリンピック・パラリンピック教育を推進しています。 
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